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巻頭言 スポーツから学んだ事
CSR・環境委員長　山田慎二

み前、監督から寮に入らないかと誘われ、入寮しま
した。ここでは先輩の洗濯・マッサージが必須で上
下関係は本当に厳しかったですが、寮が校内だっ
たため、ギリギリまで体を休ませることが出来まし
た。1年からレギュラーで活躍させていただきまし
たが、3年間全国大会の切符は自分たちの手から零
れ落ちました。その時監督から言われた言葉が『詰
めが甘い。この壁を越すには何をしたら良いか自ら
考えろ』でした。

そしてもうひと言、高校最後の試合での監督の言
葉は今でも忘れません。『これから君たちは社会人に
なり、そこで上司から色々な仕事を頼まれるだろう。
その時はどうして自分だけ？と思うな。笑顔で分か
りましたと言って仕事をしなさい。そこから人間の
器が大きくなり、それが信頼関係になる。』

サッカーでは仲間からパスが来ると信じて長距離
を走る仲間がいる。ゴールを取ってくれると信じて
守る守備陣がいる。経営も同じだと私は思います。
お取引会社と信頼関係を築き、会社をより良くする
ために経営者と社員さんが戦略を共有し、各自が何
をすれば良いかを考え行動する。厳しい印刷業界で
はありますが経営者と社員さんが力を合わせ、各社
目標利益を確保して、今期決算を迎えたいですね。
　さー年末忙しい印刷業界です。少しでも全力で頑
張りましょう。

11月14日、我が母校が全国高校サッカー選手権
岐阜大会決勝戦に進出したので、ＯＢに声をかけ応
援に行ってきました。準決勝は昨年の優勝校と対戦、
ＰＫで勝ち上がりました。ついに決勝戦が始まり前
半後半終了の時点で0-0、延長戦前半8分にコーナー
キックから先制点・・・ヨッシャー！！これで念願
の全国大会初出場だと思った一瞬の事でした。延長
前半ロスタイム、エリア内ファールでＰＫを決めら
れ同点・・・残り1分凌げば優勝できた（悔しい思い）
その後、延長後半終了し1-1でＰＫ戦、結果2-4で
優勝を逃しました。自分たちが見続けた全国の夢が
30年たってもかなわず…… 同じ繰り返しになって
しまいました。ただいつかを夢見てＯＢは見守るだ
けですが……

 私がサッカーを始めたのは小学校4年生の時、友
人に誘われサッカー部に入部したのがきっかけでし
た。小学校4年生から中学3年まで監督は同じ方で
最後のスパルタ教育世代でした。練習は夕方から夜
9時まで。当時はナイター設備がないので先生方の
車のライトで練習していました。ここで教わったこ
とは『最後まで諦めず手を抜くな』と言う言葉です。

そして高校は、私のレベルでは愛知県で通用しな
かったので、岐阜の高校を選択しました。通学で片
道1時間30分、朝6時に出て朝練、夕方から練習し
て終了は9時30分、帰宅すると11時でした。夏休
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900余名が参加した記念式典会場

挨拶する木野瀬理事長

表彰式は、岐阜印工組の鴻村健司理事が司会を務め、冒頭、
主催者を代表して挨拶に立った愛印工木野瀬理事長は、出席
者へお礼を述べた後、次のように語った。
「今回は〝気〟というテーマで募集した。337点の応募があっ
た。このポスターグランプリは6回目を数えているが、当初は
大学生、専門学校生、そして高校生を対象にしての作品募集で
あった。3年前から一般の人にも門戸を広げた。そして、地域
的には、昨年から岐阜県、三重県に続いて石川県も参加、来年
からは富山県にも参加してもらうことになった。
今回、グランプリを受賞したのは伊藤里美さん。切手を使っ
て〝気〟という一文字を作っている。切手というのは一枚でデ
ザインが確立されている。この切手をものすごくたくさん
使って〝気〟という文字を作る。この〝気〟という文字を読ませ
るだけではなく、私たちに色々なことを考えさせる、そんなポ
スターになっている。文字通り私たちの気を引き付けてグラ
ンプリを受賞した。
改めて、デザインとは何か。今回は平面のデザインである。
しかし、20年ほど前から、デザインというのは色々なものに

広がっている。我々はクロスメディアという言葉を使ってき
たが、色々なメディアを使って、色々な方法で発信すること
が可能となった。例えば、作品にスマホをかざすと、そこに動
画が表れる。いわゆるARである。3Dに変換することも可能
になった。ということは、皆さんはこれから平面だけではなく
て、色々な物にチャレンジできる立場に立っている。そういう
広がりを楽しみに感じるのか、それとも煩わしく感じるのか、
きっと皆さんはそれを楽しく、また、もっともっと表現を拡げ
ることに使われると思う。これから多岐にわたっていくと思
うが、皆さんの活躍が我々の業界、さらには色々なグラフィッ
クデザインの業界を支えていくと思う。今後の活躍に期待し
たい」。
次いで、審査にあたった審査委員各氏が紹介された後、表彰

式に移り、最優秀賞、優秀賞に輝いた各氏が表彰された。
■グランプリ　（中部経済産業局長賞・最優秀賞）

伊藤里美（日本デザイナー芸術学院）
■優秀賞　一般の部（愛知県知事賞）

田子茜（㈱サクラ印刷）

「気」をテーマに作品募集が行なわれた第6回「ポスターグランプリ」（主催＝愛知県印刷工業
組合、岐阜県印刷工業組合、三重県印刷工業組合、石川県印刷工業組合、愛知県印刷協同組合）の
入賞者表彰式が、「ポスターグランプリ展」初日の11月3日、愛知芸術文化センター・アートス
ペースAにおいて開催された。作品の応募総数は過去最多数となり、その内訳は、一般47点、大
学・専門学校193点、高校97点の合計337点あった。表彰式には、主催組合、来賓、審査員ととも
に入賞関係者ら多数が参加。最優秀賞（グランプリ）を獲得した伊藤里美さん（専門学校日本デザ
イナー芸術学院）に、愛印工木野瀬吉孝理事長より中部経済産業局長賞の賞状・副賞が授与され
た。さらに、優秀賞、特別賞、協賛会社賞の各賞がそれぞれの受賞者に授与された。

□愛印工・岐阜印工・三重印工・石川印工・愛印協主催

第6回「ポスターグランプリ」表彰式
最優秀賞（グランプリ）に伊藤里美さん

（専門学校日本デザイナー芸術学院）
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最優秀賞を受けた伊藤里美さんと木野瀬理事長 愛印工組理事長賞を受けた木全和也さんと木野瀬理事長

■優秀賞　一般の部（岐阜県知事賞）
塚本晋吉（駒田印刷㈱）

■優秀賞　大学生・専門学校生の部（三重県知事賞）
伊藤汐梨（名古屋芸術大学）

■優秀賞　大学生・専門学校生の部（石川県知事賞）
今井千寿（名古屋学芸大学）

■優秀賞　高校生の部（全印工連会長賞）
大西亜実（三重県立松阪工業高等学校）

■優秀賞　高校生の部（中日新聞社賞）
山田風花（名古屋市立工芸高等学校）

（敬称略）
続いて、特別賞、協賛会社賞の授与に移り、それぞれに賞状・
副賞が贈られた。
審査報告と作品講評を山崎晃審査委員長（㈱山崎デザイン
事務所代表）が行ない、「自分の思っていること、気持ち、勇気
とか、抽象的で目に見えないものを、目に見える形で誰にでも
判るようにするのがデザインである。入賞された方々の作品
は、審査員にすぐに目に付いて、共感してもらい、票が入った。
判るということがすごく大事である。どこかで審査員の共感
を得るということは大事で、誰でも判るような、常に思いを伝
えることが一番の課題である。入賞された方々は頑張ってデ
ザイン界をリードして欲しい」と若い力にエールを贈った。
次いで、来賓紹介に移り、中部経済産業局産業部流通・サー
ビス産業課亀井敏之課長、愛知県産業労働部産業振興課小島

裕司課長、㈱中日新聞社会事業部頓瀬隆治次長らが紹介され、
来賓を代表して中部経済産業局亀井敏之課長が祝辞を述べ
た。「経済産業省ではデザイン政策ならびに印刷産業、映像、音
楽といったコンテンツ産業の振興を進めている。中でもコン
テンツ、それから衣食住、日本の生活、文化、ライフスタイルを
海外に発信して、需要を確保するクールジャパンを推進して
いる。特に近年は海外から日本に訪れるお客様が相当増えて
いる。昨年は1,300万人を超えて過去最高を記録した。東京、
大阪に限らず、地域に広がってきている。地域の資源、コンテ
ンツを海外に発信して、地域に人を呼び込む取り組みが重要
だと考える。そうした意味で、印刷産業の皆さんはコンテンツ
を分かりやすく効果的に伝えるノウハウを充分蓄積されてい
る。そのノウハウを活かし地域の産業の活性化に務めていた
だきたい。また、本日表彰された若い人材が、十二分に能力を
発揮できる魅力を感じる職場を作っていただきたい」と期待
を寄せた。
閉会の辞を岐阜印工組鴻村健司理事が行ない終了した。

最優秀賞：作品コンセプト（表紙）
「気持ちを伝える方法として古くから手紙があり、今こ
の時も世界中の人々が気持ちを届けているだろう。これ
まで数え切れない程の手紙によって様々な気持ちが伝え
合われてきた事を、切手を集めて表現した。」

左より木野瀬理事長、最優秀賞の伊藤里美
さん（専門学校日本デザイナー芸術学院）、
優秀賞の田子茜さん（株式会社サクラ印
刷）、山田風花さん（名古屋市立工芸高等学
校）、今井千寿さん（名古屋学芸大学）、大西
亜実さん（三重県立松坂工業高等学校）、細
井副理事長

◎…来年のテーマは
　﹁VS（対）﹂
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【特別賞受賞者】
■名古屋市長賞：三成啓太（新日本印刷㈱）、■愛知県教育
委員会賞：太田佳保理（名古屋総合デザイン専門学校）、■岐
阜県教育委員会賞：高木優衣（岐阜県立岐阜総合学園高等学
校）、■三重県教育委員会賞：髙木里沙子（専門学校日本デザ
イナー芸術学院）、■名古屋市教育委員会賞：山下恵実（名古
屋芸術大学）、■中部デザイン団体協議会長賞：和田尚樹（半
田中央印刷㈱）、■愛知県印刷工業組合理事長賞：木全和也（名
古屋総合デザイン専門学校）、■岐阜県印刷工業組合理事長

賞：宮丸貴臣（駒田印刷㈱）、■三重県印刷工業組合理事長賞：
内藤祐司（㈱エムアイシーグループ）、■石川県印刷工業組合
理事長賞：山田浩貴（新日本印刷㈱）� （敬称略）

□ポスターグランプリ受賞作品は、平成28年1月27・28
の両日に名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）で開催され
る㈱光文堂主催の印刷機材展「Print�Doors�2016」において
展示が行なわれる。

優秀作品と作品コンセプト

田子　茜
この国の贈り物には、相手を思う「気持
ち」が包まれています。「気を丁寧に包
み、相手に贈る」という日本人の性質
が、これからも永く継承されることを
祈って表現しました。

塚本晋吉
日本人が誇る気に留め、そこから生まれ
る思いやりを4年たった東日本大震災
の被災地に今一度を向けてみてはと思
い制作しました。※写真は東北地方整備
局より許可を頂き使用しております。

伊藤汐梨
ネットワーク上は膨大な量の情報で溢
れている。誤った情報、偏った内容の
情報、正しい情報かどうかの判断は受
信者側が判断していかなければならな
い。自分が直接体験して得たものが本
当の知るということ。

今井千寿
大人になっていくと見えない結果に怖
気づいて自分に素直になれなくなる。
でも勇気の一歩を踏み出せば結果はど
うあれすっきりするし、思ったより未
来は明るいものだ。その思いを踏み出
した足跡で表現した。

大西亜実
色々な気について面白く、楽しく伝え
たいと思ったので、何の気の絵なのか
ということを問題形式にして描きまし
た。誰でもなじみがあるような絵にし
たかったのでキャラクターを使って伝
えられるようにこだわりました。

山田風花
私は最初に気という言葉で思い浮かん
だのは本気という単語です。この作品
は部活を本気でがんばる人がモデルで
す。この作品を通して本気でがんばる
人のかっこよさ・すばらしさを感じて
もらいたいです。
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愛印工組のCSR・環境委員会（山田慎二委員長）が主催する
CSR認証制度・ワンスター取得を推進するセミナーが11月
11日メディアージュ愛知にて開催された。セミナーでは4社
の取り組んでいる事例紹介とCSR認定取得のための説明が行
なわれた。出席者は37名。
セミナーに先立ち挨拶に立った山田委員長は、「CSR・環境
委員会では印刷寺子屋ということで、10数名の委員会メン
バーのためだけに経営者が行なっている生の話を聞いてき
た。どこまで話せるかは企業の根幹のところなので各社に任
せているが、打ち合わせでは非常に内容の濃いものになって
いた。
何故、印刷業界がCSRと思うかもしれないが、社員数の少な
い企業から多い企業まで印刷を通じてCSRに取り組んでい
る。社員と社外のお客様とどんな風に経営をして、実績を出し
ているかということを本音で語っていただく。製造業ではあ
るが機械の稼動競争ではなくて、サービス業として、組合のメ
ンバーで行なっているので、事例を聞いて、差別化のヒントに
していただきたい」と述べた。
セミナーでは、㈱ユキ印刷工業の柚木猛取締役、㈲岩田製本
所社の岩田秀樹社長、㈱水野印刷工芸の水野順也社長、プリ・
テック㈱の髙井英和社長の4名が自社のCSRの取り組みを紹
介した。
その中で柚木取締役は、CSRは何かについて、同社では

「CSRは企業活動そのもの」とし、各部署の動機付けをした後、
地元の活動への参画、盲導犬協会への法人会員加入、協力会社
とのバーベキュー大会などの活動とその情報発信を紹介し
た。岩田社長は、製本の楽しさを伝える活動やNPO法人「ひま
わりノート」の活動、ワークショップなど自社の強みを活かし
た地元への活動を紹介。重要なこととして全社員への勉強会、
懇親会による周知を上げた。
また、水野社長は、社員が説明できるまでの理解が必要と

し、3つのポイントとして、社長の時間、社会の困りごと、社
員の時間・能力をあげた。取り組みとしては、地元の困りごと
を解決する催しの開催、地元の催しへの参画などを上げた。髙
井社長は、企業理念の下、「三方良し」の色々な取り組みを紹介
した。CSRはボランティアではなく、最初は無理でも企業メ
リットも必要であり、経営者は何手先を読むかであるとした。
そして山田委員長により「CSR認定制度」の説明とワンス

ター認定の①コンプライアンス、②環境、③情報セキュリ
ティ、④品質、⑤雇用・労働安全、⑥財務・業績、⑦社会貢献・
地域志向、⑧情報開示・コミュニケーションの8分野につい
て、事例を挙げ、認定取得のポイントの説明が行なわれた。
最後に、鳥原久資副理事長が、「今日来た人はとても得な情

報をたくさん仕入れられたと思う。2012年の中小企業白書
の経営課題はなにかという問に対して、営業力と収益力とい
うパーセンテージが約75％である。この数字は赤字企業と同
じである。営業、収益に主眼を置きすぎると、これからの時代
は一番大事なことを忘れては経営ができない」とし、発表した
4社の活動のポイントを短く紹介した。
そして、「今日の話を聞き、色々な改善をやりたいと思うが、

その改善の形だけを真似すると、切花を並べるだけになる。切
花はすぐに枯れる。大事なのは考え方である。経営者の仕事は
次なるアイデアを出すことである。20世紀は、追いかけるも
のがあった。それは欧米の成功事例を追いかければ、我々は食
べることができた。21世紀にはビジネスモデルがない。我々
の未来は自分たちで作らなくてはならない。自分たちで作る
ことは、社会の困りごとの解決、社員が仕事を好きになって、
主体的に動くことしかないと思う。お客様に喜んでもらった
結果が売上である。今日の切っ掛けを一つのヒントにして、何
か一つ行動を起こしてほしい。皆さんの会社は必ず社会に良
いことをやっているなら、A4ペラ1枚でいいので、お客様に
配って歩いたらどうか。まだ見ぬお客様を含めて自社を知っ
てもらうことが大切である」と述べた。

愛印工組／ CSR・環境委員会

ワンスターの取り方
4社の取り組み事例で紹介
CSR認証制度・ワンスター取得推進セミナー
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寺田勝昭講師

■印刷事業者の環境活動
環境活動は印刷企業にとって持続可能な経営のために避け
て通れない重要な活動である。工場からは悪臭、VOCや騒音
など周辺住民にとって我慢できない公害を発生させている。
また工場の資材や製品の搬出入に伴うトラックからは騒音や
排ガスを撒き散らすと共に交通渋滞の原因となる。また、イン
キ、湿し水、洗浄剤や製版薬品などからは有害な化学物質が工
程から排出され従業員や周辺住民の健康にとって好ましくな
い。また、機械やものを動かすためには電気やガスなどエネル
ギーが必要になるがC02を排出させるため地球全体の温暖
化を加速させ気候変動をもたらしている。
現在、地球の回復能力を越えたといわれている。その結果工
場からの排出物の、規制が厳しくなった。このまま続けていく
と生物種の絶滅が進み、人間にとって住み心地の悪い地球に

なってしまう。大きな地球がなんでも吸収していた時代は終
わったといわれている。
■環境推進工場
印刷業界は2001年から積極的に環境対策を主要な事業と

して推進してきた。その結果、他産業に負けない活動を行なう
先進企業が出現し、行政からも高く評価されグリーン購入法
への展開も進んでいる。日本印刷産業連合会が推進するGP認
定工場も350事業所を超えてきた。東京都印刷工業組合でも
GP工場の認定取得を環境活動の事業の柱として推進し、中堅
工場を主としてGP工場の取得が進んでているところである。
しかし、会員の大多数を占める小規模企業にとっては取得の
ハードルが高く、意欲があっても取得に取込めない課題が顕
在化してきた。
そのためGP認定取得の前段階となる、環境活動の着手がし

やすいレポーティング方式を採用した「環境推進工場登録制
度」を制定した。一定レベルに達した工場・事業所には「環境
推進工場登録証」や「環境推進マーク」を付与し、登録企業の環
境活動を支援するとともにこの段階での、活動を正しく評価
し、アピールすることにより顧客への信頼性を獲得すること
を目的として活動している。またGP認定工場の取得が容易に
できるようGP取得プログラムを用意し実施しているところ
である。幸い50社を超える企業の登録が進み活動の有効性が
見えてきた。このような状況から2015年全日本印刷工業組
合連合会では東印工組の活動を引次ぎ全国に展開して行くこ
ととした。
■全国への事業展開の趣旨
（1）国のプレミアム基準策定ガイドラインが制定され、基

愛知県印刷工業組合（木野瀬吉孝理事長・愛印工）のCSR・環
境委員会は、10月21日、午後5時より名古屋・高岳のメディアー
ジュ愛知（愛知県印刷会館）会議室において、全日本印刷工業組合
連合会（全印工連）、東京都印刷工業組合環境委員会特別委員の寺
田勝昭氏を講師に招き、「環境推進工場」取得に関した説明会を開
催した。
説明会では全印工連の「環境推進工場登録制度」について、（一

社）日本印刷産業連合会のグリーンプリンティング認定（GP認定）
の前段階として、環境対応が一定レベルに達した組合員企業を対
象とする制度で、指定の講習会に参加し申請書を提出、審査に合格
した企業へ「環境推進工場登録証」を発行し、組合員の環境活動を
支援するもので、登録企業には登録証のほかにロゴマークステッ
カーが付与され、ロゴマークは自社のパンフレットや名刺などに
も表示できる制度であると説明した。

■愛印工組／ CSR・環境委員会

『環境推進工場』取得説明会
合格企業に環境推進工場の称号と登録証発行
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準に「GP認定工場であること」等が盛り込まれた。いよいよ、
環境活動が受注活動に結び付く段階にはいりつつある。
（2）GP認定工場は2015年9月現在350工場で、その内全印
工連は50％を超える最大勢力となっている。但し、中堅工場
が中心で全印工連の基盤を担う10〜 20人の小規模工場は
取得が難しい。
（3）東印工組ではGP工場取得のためには事前の準備が必
要と考え「環境推進工場登録制度」を創設した。現在59工場が
登録している。
（4）2014年7月のGP認定では、15工場中11工場が環境推
進工場であった。
（5）全印工連の活動にとって、有効な制度であると考え、
「環境推進工場」の全国展開をはかることとした。
■環境推進工場の特徴
日印産連グリーン基準を基本に中小零細事業所の環境負荷
低減の活動を深耕させ企業体質の改善と社会への貢献をはか
り、率先する経営をアピールすることを目的としている。ま
た、GP認定工場の前段階として基準の共通性と連携を回り、
容易にGP認定取得が可能な仕組みとして構成されている。運
用については、各県工組で講習会を開催、東印工組など中核工
組で他県工組申請者を受け入れることも可能。一回当り12社
各2名を原則とし、受講料は会社単位で開催工組により変動。
申請に必要な、様式、手順書、記録表等はCD-Rでデータ支給、
登録・更新申請チェック表及び添付書類はフォーマット化さ
れ、必要な資料を貼込むだけで提出が容易。審査は東印工組環
境推進工場登録委員会に委託。水準の共通性と維持費の低減
を担保している。
□環境推進工場の特徴・要求事項数（MAX）＝50（必須19
項目を含む70％以上で適合）／エビデンス数（MAX）＝63／
要求データ＝1ケ月分／書類審査＝有（登録申請チェック票
＋添付資料）／現地審査＝無／事前講習会＝有料（6時間、修
了試験、修了証及び修了番号あり）／申請資格要件＝有（修了
番号の取得）／有効期限＝2年／更新講習会＝有料（4時間）／
更新審査＝有（更新申請チェック票十添付資料の書類審査の
み）／GP工場取得事業所の特典＝有（登録・更新申請チェッ
ク票のみで審査）／認定・登録費用＝従業員規模適用なし（2
万円）／説明会・講習会費用＝有（工組により変動）／ツール
＝環境推進工場マーク、印刷マーク
■環境推進工場登録資格及び方法

□対象工場
◦全日本印刷工業組合連合会傘下の登録会員企業で環境推

進工場の称号と登録証を取得したい工場
◦登録後GP工場の認定を目指す企業
▽申請の方法
①環境推進工場登録チェック表が公開されているので、予

め自社の現状を把握し、活動中の資料を準備する。
②講習会の参加申込書を各県工組の事務局まで申請する。
③講習会では解説や登録申請ワーク研修後に、修了試験が

ある。合格者には修了証明書と修了番号が付与され登録申請
の資格ができる。
④登録申請書を各県工組事務局に申請する。
⑤各県工組事務局は東京都印刷工業組合の環境推進工場登

録委員会に申請し登録委員会で審査が行なわれ資格要件に合
格したと認められた工場・事業所に登録証が発行される。
■環境推進工場登録講習会
①受講料／各県工組により変動する
②講習科目および科目／環境推進工場の概要と要求事項：

30分、環境マネジメントシステム：60分、紙・ゴミ・電気
の目標策定と実施：60分、登録申請書の書き方の実務研修：
120分、修了試験（○×式）�：30分
※申請に必要な活動様式、手順書は資料集として提供する
③タイムテーブル／受付：10:00、講習会の概要説明：

10:00 〜 10:30、講習：10:30 〜 15:30、修了試験：15:40
〜 16:30
■環境推進工場の手続
①環境登録工場申請には講習会の受講と修了試験での、合

格が条件となり、修了証と修了番号が付与され登録申請の資
格となる。講習会は、1社2名での参加を推奨している（費用
は同じ）。
②講習会後1ケ月をめどに登録申請書と添付書類を提出

して、環境推進工場チェック表50項目のうち必須項目（19項
目）を全てクリアし、かつ達成率が70％を超えた工場に登録
証を付与する。
③登録は東京都印刷工業組合内の環境推進工場登録委員会

で登録可否を判定する。
④登録期間は2年間になる。更新は更新講習会を受講、更新

申請書と添付書類を提出する。更新時期は年2回（2月と8月）
となる。
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■事業所数は3年連続減少
従業者4人以上の事業所は、1万6694事業所で、前年に比
べて493事業所（2.9％）の減少となった。
これを業種別に見ると、金属製品が2342事業所（構成
比14.0％）と最も多く、次いで生産用機械2273事業所（同
13.6％）、輸送機械1784事業所（同10.7％）、プラスチック製
品1480事業所（同8.9％）、食料品1248事業所（同7.5％）の順
となった。また、これを重化学工業と軽工業に分けると、重化
学工業では9239事業所（構成比55.3％）、軽工業は7455事
業所（同44.7％）だった。
前年に比べて増加した業種は、石油・石炭（3事業所増、前
年比6.7％）のみだった。一方、減少した業種は合計23業種
あった。輸送機械が81事業所（前年比4.3％）減、プラスチッ
ク製品が46事業所（同3.0％）減、金属製品は46事業所（同
1.9％）減だった。印刷・同関連業は、前年比4.3％減だったが、
これを地域別前年比で見ると、西尾張エリアは7.6％減で73
事業所に、東三河エリアは6.6％減で57事業所に、名古屋エリ
ア6.3％減で374事業所となった。
■従業者数は2年連続増加
従業者数は79万1315人で、前年に比べ2223人（0.3％）の
増加となった。業種別で構成比を見ると、輸送機械が36.8％
（29万1142人）と最も多く、次いで食料品が8.0％（6万3396
人）、生産用機械が7.6％（6万184人）、電気機械が6.6％（5万
1996人）となった。重化学工業と軽工業に分け構成比を見
ると、重化学工業は71.6％（56万6349人）、軽工業は28.4％

（22万4966人）だった。
また、従業員が増加した業種を前年比で見ると輸送機械が

1.2％（3453人）増、電気機械4.4％（2170人）増、生産用機械
1.7％（988人）増など合計6業種あった。一方、減少だったの
は合計18業種で、はん用機械3.7％（1015人）減、繊維4.2％
（880人）減、飲料・飼料9.8％（409人）減だった。印刷・同関
連業も全体では1.4％減少だったが、地域別前年比で見ると
増加もあった。知多エリアは5.3％増で598人、東三河エリア
1.7％増で973人、西三河エリア1.1％増で2510人であった。
一方、減少したのは名古屋エリア2.9％減で7340人、西尾張
エリア2.0％減で1520人、北東尾張エリア1.4％減で3466人
だった。
■製造出荷額等は3年連続増加
製造出荷額等は、43兆6040億円となり、前年に比べ1兆

6022億円（3.8％）増加している。これを業種別構成比で見る

景気動向指数は、愛知県、全国共に平成26年8月を底として、一進一退を繰り返している。調査は、我が国の工業の実態を明らかに
し、産業政策、中小企業政策など国や都道府県など地方公共団体の行政施策のための基礎資料となり、また、我が国の経済統計体系の
根幹を成し、経済白書、中小企業白書などの経済分析及び各種の経済指標へデータを提供することを目的としている。このたび愛知
県県民生活部統計課より、平成26年12月31日現在で実施した工業統計調査の愛知県分（従業員4人以上の事業所）について主要項目
が発表された。好業績を示している業界がある一方で、減少する業界もあり、現在の愛知県における工業の実態を明らかにする調査
データとなった。（前年比は、平成25年工業統計調査結果・確報と比較）

■平成26年工業統計調査結果（速報）愛知県集計

県内の従業者4人以上の事業所について
製造品出荷額等、38年連続全国シェア1位（14.4％）をキープ

事業所数の業種別構成比（％） 従業者の業種別構成比（％） 製造品出荷額等の業種別構成比（％）

全国における愛知県工業の位置（従業者4人以上の事業所）
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と、輸送機械が53.8％（23兆4802億円）と最も高く、次いで
鉄鋼が5.9％（2兆5537億円）、電気機械が4.9％（2兆1914億
円）、生産用機械4.1％（1兆7728億円）、食料品は3.6％（1兆
5878億円）の順となった。重化学工業と軽工業に分け構成比
を見ると、重化学工業は85.3％（37兆1894億円）、軽工業が
14.7％（6兆4146億円）となった。
前年比より増加した業種は、輸送機械が1.7％（3888億
円）増、電気機械13.0％（2471億円）増、生産用機械15.6％
（2387億円）増となり、合計21業種あった。一方、減少した業
種は、印刷・同関連業129億円（同3.5％）減、木材・木製品
118億円（同8.0％）減、窯業・土石6億円（同0.1％）減の3業種
のみであった。
製造品出荷額等を愛知県内の市町村別で見ると、豊田市13
兆778億円、名古屋市（5349億円）、田原市（2兆536億円）、安
城市（1兆7980億円）、岡崎市（1兆7490億円）の順となった。
■付加価値額は5年連続増加
付加価値額は、12兆7093億円で、前年に比べ2266億円

（1.8％）の増加となった。業種別構成比で見ると、輸送用機械
が54.1％（6兆8798億円）、次いで電気機械5.8％（7348億
円）、生産用機械5.5％（7041億円）、金属製品4.4％（5620億
円）、食料品4.3％（5511億円）となった。また、印刷・同関連
業は1.0％（1311億円）で前年比4.8％の減少となった。重化
学工業と軽工業に分け構成比を見ると、重化学工業は82.7％
（10兆5061億円）、軽工業は17.3％（2兆2032億円）だった。

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時 事業・行事、場所、備考

平成28年
1月12日㈫

18：00～
20：00

事 業 名 愛知県印刷工業組合　創立60周年記念前夜祭
場 所 ウインクあいち　10階1001大会議室
講 師 山元　賢治　氏
演 題 〜これからの企業リーダーに求められること〜
参 加 費 無料
定 員 150名
申込期日 定員に達し次第

平成28年
1月13日㈬

13：30～
19：30

（記念講演・
式典・祝賀会）

事 業 名 愛知県印刷工業組合　創立60周年記念事業
場 所 名古屋東急ホテル
講 師 山野　千枝　氏　

演 題 〜女編集長が地域を変えた〜
ものづくり企業再生プロジェクト「ゲンバ男子」

参 加 費 祝賀会1人　15,000円
（記念講演および記念式典は無料）

備 考

詳細は別途お送りしているリーフレットを
ご覧ください。
リーフレットのない方は「愛知県印刷工業組
合」のホームページをご確認ください

平成28年
2月1日㈪

18：30～
20：30

事 業 名 平成27年度教育委員会セミナー
〈印刷の後加工から見た提案②〉

場 所 メディアージュ愛知　3階会議室

講 師
名東紙工㈱　　代表取締役　都築�強�氏　
㈱鈴木紙工所　代表取締役　鈴木裕一�氏
㈱モリカワ　　取締役専務　森川聡宏�氏　

演 題 紙だからできること、
後加工の付加価値で差をつけろ！

参 加 費 組合員一人2,000円　一般一人3,000円

備 考

詳細は別途お送りしているご案内をご覧くだ
さい。
ご案内のない方は「愛知県印刷工業組合」の
ホームページをご確認ください。

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）
開催日時 事業・行事、場所、備考

1月28日㈭

事 業 名 JAGAT　中部大会2016
場 所 名古屋市中小企業振興会（吹上ホール）
ゲ ス ト

※詳細調整中
参 加 費
定 員
申込期日
備 考 主催：（公社）日本印刷技術協会

付加価値額の業種別構成比（％）

前年比より増加した業種は、電気機械21.0％（1278億円）
増、輸送機械1.1％（772億円）増、生産用機械11.8％（744
億円）増の合計12業種だった。一方、減少は、石油・石炭
299.4％（969億円）減、業務用機械16.0％（559億円）減、窯
業・土石5.5％（156億円）減、など合計12業種だった。
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▼リスクアセスメントとは
化学物質やその製剤の持つ危険性や有害性を特定し、それ
による労働者への危険または健康障害を生じるおそれの程度
を見積もり、リスクの低減対策を検討することをいう。
▼対象となる事業場
業種、事業場規模にかかわらず、対象となる化学物質の製
造・取扱いを行なうすべての事業場が対象となる。製造業、建
設業だけでなく、清掃業、卸売・小売業、飲食店、医療・福祉業
など、さまざまな業種で化学物質を含む製品が使われており、
労働災害のリスクがある。
▼リスクアセスメントの実施義務の対象物質
事業場で扱っている製品に、対象物質が含まれているかど
うか確認すること。対象は安全データシート（SDS）の交付義
務の対象である640物質。
（※）640物質については、「職場の安全サイトSDS」で検索。
▼リスクアセスメントの実施時期
施行日（平成28年6月1日）以降、該当する場合に実施する。
【法律上の実施義務】

①対象物を原材料などとして新規に採用したり、変更した
りするとき。②対象物を製造し、または取り扱う業務の作業の
方法や作業手順を新規に採用したり変更したりするとき。③
前の2つに掲げるもののほか、対象物による危険性または有
害性などについて変化が生じたり、生じるおそれがあったり
するとき。（※新たな危険有害性の情報が、SDSなどにより提
供された場合など）。
【指針による努力義務】
①労働災害発生時（※過去のリスクアセスメント［RA］に問

題があるとき）。②過去のRA実施以降、機械設備などの経年劣
化、労働者の知識経験などリスクの状況に変化があったとき。
③過去にRAを実施したことがないとき。（※施行日前から取
り扱っている物質を、施行日前と同様の作業方法で取り扱う
場合で、過去にRAを実施したことがない、または実施結果が
確認できない場合）。
▼リスクアセスメントの実施体制
リスクアセスメントとリスク低減措置を実施するための体

制を整える。安全衛生委員会などの活用などを通じ、労働者を
参画させる。（表参照）。�
▼リスクアセスメントの流れ
リスクアセスメントは以下の手順で進める。「①化学物質な

どによる危険性または有害性の特定→②特定された危険性ま
たは有害性によるリスクの見積り→③リスクの見積りに基づ
くリスク低減措置の内容の検討→④リスク低減措置の実施→
⑤リスクアセスメント結果の労働者への周知」。
※編集部：各手順の詳細については、誌面の都合で省略し

たが、具体的な内容についてはHPで検索し参考にしていただ
きたい。

労働者の安全と健康の確保対策を一層充実させることを目的
とした労働安全衛生法の一部改正で、改正内容の一つであるSDS
（安全データシート）交付対象の化学物質（640物質）についてのリ
スクアセスメント義務化が平成28年6月1日より施行されます。
これを受けて厚生労働省では改正内容とリスクアセスメントの実
施方法を纏めたパンフレットを作成し、ホームページ上でデータ
を公開し情報提供に努めています。また、化学物質管理に関する相
談窓口も開設し、事業者からの希望に応じて電話での相談のほか
専門家による実施指導も行なっています。施行を控えその概要を
お知らせします。

■化学物質を取り扱う事業場へ

労働災害を防止するため
リスクアセスメントの実施

一定の危険有害性のある化学物質（640物質）について
■事業場におけるリスクアセスメントが義務化、
■譲渡提供時に容器などへのラベル表示が義務化

労働安全衛生法が改正 施行は平成28年6月より
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紙でご愛顧70年

豊山配送センター

名古屋市東区主税町4̶83　　　  〒416̶0018
TEL.052̶931̶2221㈹　FAX.052̶932̶1418

愛知県西春日井郡豊山町豊場
TEL.〈0568〉39 ̶0501

鬼頭正二郎

▼リスクアセスメント実施での相談・支
援
相談窓口：都道府県労働局または労働基
準監督署の健康主務課。
支援事業：①相談窓口（コールセンター）
を設置し、電話やメールで相談を受付。②専
門家によるリスクアセスメントの訪問支
援。（※厚生労働省化学物質管理相談窓口で
検索）。
具体的相談内容：化学物質や化学品の危
険性・有害性を調べる方法を紹介（SDSラ
ベルの作成、GHSラベルやSDSの読み方
アドバイス、化学物質のリスクアセスメン
トの仕方説明・結果の内容説明、リスクを
低減するための対策アドバイスなど）。

平成27年度厚生労働省「ラベル・SDS活
用促進事業」において、化学物質管理に関す
る無料相談窓口が開設されている。事務局
は、テクノヒル㈱化学物質管理部門（東京
都中央区日本橋蛎殻町2-5-3�サンホリベ
ビル（TEL050-5577-4862）まで。

全印工連CSR認定

第12期ワンスター認定募集
平成28年1月31日締め切り

書（所定要式）、③納税証明書（税務署が交付した証明書）、
④過去3年の行政処分がないことの宣誓書、⑤添付書類
（CSR取り組み項目チェックリストでチェックした項目
を証明する書類）。
▼認定の概要＝ワンスター認定はCSR認定の標準認定

であり、審査機関の横浜市立大学CSRセンターが書類審
査を実施し、外部の有識者で構成する全印工連CSR認定
委員会において認定する。認定企業は、CSRマークを自社
の名刺やホームページ、顧客の印刷製品に表示すること
ができる。認定取得後は2年ごとに更新審査を行ない、上
位認定であるツースター認定を取得することもできる。
▼問合わせ先＝全印工連CSR認定事務局、TEL03

（3552）4571。詳細は、全印工連CSRで検索。

全印工連CSR認定の標準認定であるワンスター認定の
第12期認定募集が行なわれている。
▼応募資格＝全印工連CSR認定規格が定めるCSRの取
り組みを行なう企業。
▼募集期間＝平成27年11月1日（日）〜平成28年1月
31日（日）※平成28年3月認定登録（予定）
▼申請書類＝応募申込書の到着後、全印工連より申請
書類を送付。次の①〜⑤を提出。
①CSR取り組み項目チェックリスト、②法令遵守宣誓

リスクアセスメント実施体制

事業者は、リスクアセスメントの実施に携わる人（外部の専門家を除く）に対し、必要な
教育を実施するようにする。

危険有害性クラスと区分（強さ）に応じた絵表示と注意書き
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編 集 だ よ り

一般社団法人日本印刷産業連合会は、平

成28年1月より始まるマイナンバー制度に

対応した「マイナンバー取扱ハンドブック」

を発行した。

制度開始後、全ての事業者は従業員と扶

養親族及び支払調書該当者等の個人番号

（マイナンバー）を取り扱うことになる。そ

の準備として事業者は、マイナンバーを取

り扱う業務の洗い出しから取扱業務フロー

の確認、事務取扱担当者等の指名、従業員

等への教育、安全管理の見直し等々への対

応が喫緊の課題となっている。特定個人情

報保護委員会は「特定個人情報の適正な取

扱に関するガイドライン（事業者編）」（以下

「ガイドライン」）のなかでこれらの対応に

関する取決め事項を取扱規定等として策定

することを全ての事業者に求めているが、

制度の内容の正しい理解や、具体的なマイ

ナンバーの取扱いなどに多くの事業者が課

題を抱えているのが実情である。

日印産連では、「ガイドライン」の求めに

対応するとともに、印刷業界においてマイ

ナンバーの適正な取扱の仕組みを広く浸透

させることを目的に、事業者が規程類を策

定する際の参考となるモデル規程を収録

した『マイナンバー取扱ハンドブック』（約

120頁、編集：日印産連企業行動委員会情

報セキュリティ部会、監修：北村・牧山法律

事務所、弁護士／弁理士牧山嘉道、慶応義

塾大学総合政策学部教授新保史生）を発行

し、会員の加盟企業はもちろん、あらゆる

印刷会社や一般企業にも提供する。税込価

■師走の声を聞くと何故か〝忙しい〟との

思いに駆られます。■ポスターグランプリ

展はご覧にいかれましたか？　昨年を上回

る多くの人が参観に訪れました。来年度

は富山県工組が参加しますので、ますます

充実したポスターグランプリなること間違

いなしと思います。来年度のテーマは﹁VS

（対）﹂。どのような作品が集まるのか今か

ら楽しみです。■労働安全法が改正され「リ

スクアセスメント」が義務化されます。本

誌12頁に概要を掲載しました。一読下さい。

格で、会員および加盟企業が2,500円、一

般は4,000円（税別）。

【ハンドブックの特徴】
1.「ガイドライン」が示す必要な規程、様

式のひな形を網羅。巻末CDによるデータ

提供により事業者が独自に様式を設計する

ことなく、そのまま入力することが可能に

なり、業務の負担を大幅に軽減する。

2. 既にPMS（個人情報保護マネジメン

トシステム）を構築している事業者など、

事業者の状況に合せて規程内容をカスタマ

イズできるようコメントを記載している。

3. 印刷産業の多くが中小規模事業者で

あることから、特に中小企業における取り

扱い方法に特化したマニュアル「特定個人

情報の適正取扱マニュアル（中小規模事業

者）」を提供し、多くの中小企業の業務をサ

ポートしている。

日印産連では、このハンドブック発行以

降、各地でマイナンバー取扱いに関するセ

ミナーなどの実施を予定している。

【本書の構成】
［Ⅰ］「特定個人情報の適正取扱マニュア

ル」／適正に取扱うための基本的なルール

及び取扱場面ごとの取決め内容を規定。

［Ⅱ］「特定個人情報安全管理基準」／漏え

い、滅失、改ざん、紛失等から守るための

安全管理措置を規定。

［Ⅲ］「特定個人情報の適正取扱マニュア

ル（中小規模事業者編）」／中小規模事業者

が特定個人情報等を取扱う場合の対応方法

を記載。

［Ⅳ］「特定個人情報取扱記録様式集」／個

人番号、特定個人情報の取扱いを確認でき

る様式を記載。

［Ⅴ］「巻末CD」／本書に記載の規程・様

式のワード、エクセルデータを収録。

【問い合わせ先】
一般社団法人日本印刷産業連合会

TEL 03-3553-6051

（代表）e-mail：info@jfpi.or.jp

■日本印刷産業連合会

印刷業者向けに
『マイナンバー取扱
ハンドブック』を発行

愛 印 工 組「 創 立60周 年 記 念 事 業 」は、

2016年1月13日㈬に名古屋東急ホテル（名

古屋市中区栄）において開催いたします。

新年互礼会も兼ねておりますので、是非、

ご参加くださいますよう改めてご案内申し

上げます。なお、詳細につきましては、あ

いちの印刷11月号、ないしは、パンフレッ

トをご覧下さい。

■愛知県印刷工業組合

「創立60周年記念事業」ご案内

No.529
平成27年12月10日発行
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